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花畑川を考える会(第２回) 議事概要 

 

日時:令和４年１１月２９日(火) 

午後６時～午後７時２５分 

場所:佐野地域学習センター 第一・ 

第二会議室 

 

１ 開会 

２ 花畑川を考える会組織 

(１)会員の追加(資料１) 

３ 会長あいさつ 

４ 議題 

(１)第一回花畑川を考える会議事概要について(資料２) 

(２)現在施工中の花畑川環境整備工事の現状について(資料３) 

(３)その他 

５ 閉会 

６ 事務連絡 

主な意見等 

項目 意見(委員) 回答(事務局) 

花畑川を考える

会の区職員の追

加 

特に意見はありませんでした。  

議題(1)～(3) 

第一回花畑川を

考える会議事概

要の説明 

 

泥土処理につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 特に意見はありませんでした。 

 

 

 

 

 今回泥土処理でパルプ材に似た

ものを混ぜる工法をしたが、その

評価は。 

 

 

 

 

泥土対策は垳川で行った浚渫の

方が良かったのでは。 

 

 

 

 

 

 建設機械が川底に入って行く関

係で、今回パルプ系のものを入れて

地盤を強くする軟弱地盤対策を行

った。この工法は、国に登録された

環境に配慮した新しい技術で適切

だったと考えている。 

 

 浚渫でヘドロを全部取っても、泥

の下には軟弱な層が残り改善しな

資料２ 
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水生生物につい

て 

 

 

 

スケジュールの

策定について 

 

 

 

富士見橋につい

て 

 

 

 

 

 

ユスリカの発生

について 

 

 

 

 

継続した整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 魚の在来種と外来種は区別し

て、在来種はしっかりと保全する。

何でもかんでも守るというのは違

うのでは。 

 

 いつまでに何を決めなければな

らないのかをはっきりさせるた

め、詳細なスケジュールがあると

良い。 

 

 先日、中川北小学校から富士見

橋のところで、今年と去年２回の

交通事故があったという話があっ

た。事故が起きないようにして欲

しい。 

 

 

工事の際、ハエみたいな蚊みた

いなものが、すごく家に入った時

期があったので、十分注意してい

ただきたい。 

 

 

今回の工事で１０億かかるとな

ると、残りの３つの区間はいいん

じゃないかという恐れがある。地

域としては、是非継続して花畑川

全体の整備をして欲しい。 

 

 

 

いと重機が入って行けない。また浚

渫のほうが、費用と期間が大分かか

ってしまうため今回の工法を採用

した。 

 

専門家の意見を聞きながら適切

に対応した。 

 

 

 

 全体のスケジュールをお示しし

て、共有を図っていきたい。 

 

 

 

 富士見歩道橋は急傾斜で、たまり

のスペースがなく、車と出合い頭み

たいな構造となっているのが原因

と推測される。架け替えの際は、警

察とも協議をし、安全対策を十分に

行っていく。 

 

比較的暑い時期に、水が少し溜ま

っているところで、ユスリカが大量

発生いたしました。申し訳ございま

せん。今後は、今回の反省を活かし

対応を検討していく。 

 

区は富士見歩道橋の架け替えを

含めた、今の工事の区間はまちがい

なく進めていきたいと考えている。

その２工事以降は全体を精査する

ことになっているが、早期整備の陳

情が採択されていることも総合的

に鑑みて検討していく。 
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現在の工事に関

する地域住民へ

の周知について 

掲示板と回覧板の他に、工事の

現場に大きく図に書いてもらうの

も良いと思う。 

なるべくわかりやすく、写真や絵

を活用し、今の工事で何が出来るの

かを強調して、工事現場の看板、町

会の掲示板と回覧板で周知を図っ

ていく。 

 


